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酒井茂の県政だより
一 般 質 問

常任委員会
令和元年度の主な役職

定例議会（平成31年・令和元年）での主な発言とその成果

１期目の４年間は全ての議会定例会で計16回の一般質問を行い、累積質問時間は全議員のトップとなりました

 ■がん対策について
①受動喫煙の防止について
Q酒井：私は平成28年９月議会の一般質問
で「公立学校における敷地内全面禁煙」の
実現を提案し、今年４月から県立学校につ
いては実現することになったが、市町村立
学校も同様とすべき。
A教育長：４月時点で実施率91％。早期に完全実施となるよう対応する。
　　➡受動喫煙の防止対策が前進します。
②小児がん治療を受けた子どもの再度予防接種について
Q酒井：小児がん治療により免疫力が無くなった子どもが再度予防接種
を受ける場合、全額個人負担で負担が大きいため、費用の助成制度を県
が作ることを提案する。
　　➡県では６月に制度を創設し、必要な費用を６月補正予算に計上し
ました。

 ■水道事業について
①市町村水道事業の民営化について
Q酒井：国は水道事業の民営化を進めるた
め、コンセッション方式（経営権を民間企
業に譲渡する方式）を導入しようとしてい
るが、メリットはなく災害時の対応に課題
があることなどから、この方式を進めるべ
きではない。
A知事：県としては、この方式を推進していくという考えではない。
　　➡県が水道事業の民営化を進めないことを表明したことで、市町村
営が維持されることになります。
②広域連携について
Q酒井：市町村水道の経営の効率化のために、広域連携を図ることを提
案する。
A知事：広域連携を図ることが重要であり、県として「広域化推進プラ
ン」を策定したい。
　　➡県が「広域化推進プラン」を策定することを明らかにしたことか
ら、今後広域的な連携が進むことが期待できます。

■消防の広域化について
Q酒井：常備消防について、県下では小規
模な消防本部があるが、消防力を強化する
とともに、大災害時の対応等のためにも、
広域化（消防本部の統合）が必要であり、
県がリーダーシップを取って広域化を進め
ることを提案する。
A知事：市町村ごとの取組で広域化が困難
な場合は、県がリーダーシップを発揮して
進める。
Q酒井：広域化の推進のため、新たに「広域化計画」を策定することを
提案する。
A危機管理部長：現計画は2008年策定時のままであるため、今後再策定
する。　
　　➡県は「広域化計画」を策定するとともに、これに基づいて広域化
を進めることになるため、今後小規模本部の統合が進むことが期待でき
ます。

 ■公文書管理条例について
条例の制定について
・私は、これまで２回にわたり一般質問で条例の制定を提案してきまし
た。

Q酒井：条例案の議会への提出時期は？
A知事：来年２月の県議会へ提案する。
　　➡今回を含めて３回にわたり条例制定を提案し、本年度中に条例が
制定される見込みとなりました。

■国道153号「伊駒アルプスロード」の
　整備について
①地域の意見への対応について
Q酒井：予定ルートが集落内を通り「コミュニティが分断される」、
「盛土区間では５～７ｍの盛土構造となり景観を損ねる」などの地元住
民の意見に対して、どう対応するのか？
A建設部長：今後詳細な設計を行う中で、地域分断の影響の緩和、道路
高の変更などを検討する。
　　➡地元住民の意見が反映される見込みとなりました。
②整備について
Q酒井：全線を国直轄による事業で実施されることを目指すべきだ。
A知事：全線国直轄による整備は、県として最も力を入れて国に要請す
る。
　　➡全線を国直轄による事業で行う方向性が確認できました。
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■環境産業観光委員会 副委員長（３月まで）
■総務企画警察委員会 副委員長（４月から）

9月議会 　■公文書管理条例について
Q酒井：今回「公文書管理条例」の骨子が議会に示された。
知事との打合せ結果など、県の意思決定に繋がるような重
要な「メモ」についても適切に管理しなければならないが、
これを公文書として扱うのか？
A情報公開・法務課長：重要な「メモ」は、公文書として管理する。
　　➡重要な「メモ」については公文書として管理することが明らかになり、公文書の管
理に関して国で問題になったような事態は防ぐことができます。

❶常任委員会：総務企画警察委員会・副委員長
❷特別委員会：決算特別委員会・委員
❸長野県審議会：医療審議会・委員（県議会代表1名）
❹一部事務組合：長野県上
　伊那広域水道用水企業団
　・議長（県議会代表1名）
　※箕輪ダムで取水し上伊
　　那の市町村に水道水を
　　供給する公営企業
❺自民党県議団政調会・副
　会長
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台風19号により県内では大きな被害が発生し、これに関して質
問する議員が多かったため、今回は質問することができません
でした。

平成27年に統合した上伊那広域消防本部

県営箕輪ダム

副委員長席で発言

成果
成果

成果

成果

成果

成果

成果

成果

成果


